
第4回ケータイ活用教育研究会 2009/3/28

於：上智大学（四ッ谷キャンパス） 1

1

専門学校における

主にケータイ活用のブレンディッド型
e-Learningのの授業実践

河井正隆

明治東洋医学院専門学校

kawai@meiji-s.ac.jp
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本校の紹介本校の紹介
●所在地：大阪府吹田市
●鍼灸学科，柔整学科，教員養成学科の3学科（定員総数，950名）

本校は，学校法人明治東洋医学院の
ネットワークの中で，21世紀の社会と

医療の変化を的確にとらえ，患者様
のニーズに柔軟に対応できる能力を
もつ鍼灸師・柔道整復師を養成．

http://www.meiji-s.ac.jp から抜粋
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専門学校の今専門学校の今

※http://www.senmon.
co.jp/index.htmlから抜
粋（資料：平成20年度，
学校基本調査，文科
省）
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http://www.senmon.co.jp/index.html から抜粋

医療分野は専修学校制度創設
以来，18年度まで一貫して学生
数を増やすが，前年度に減少に
転じ，今年度も3.2％減．
柔道整復は，前年度から880人
減（5.1％減）の1万6000人，は
り･きゅう･あんまは220人減
（1.7％減）の1万2700人．
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医療六法（平成19年度版），中央出版から作成

平成11年，規制緩和
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はじめに

最高の教育環境は，教員．
複雑で多様な教育問題を「主体的に知識を創造し
ながら問題解決に取り組む」(西之園 2003)人材の養
成が求められる．教師教育の論議．

専門学校の教員養成におけても同様．
初等・中等教育に関する教員養成の研究は膨大．
専門学校教員の養成に関する検討は数少ない．

専門学校教育を充実・発展させゆくために，
専門学校教員の養成に関する実践的研究
が急務．
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今回，「教育学概論」の授業実践から検討．

ブレンディッド型e-Learningを活用した協調
自律学習（西之園ら 2006）が，本授業でどのよ
うな意味をもつのか，そのありようを“授業ア
ンケート”と“学生インタビュー”から検討．

※ブレンディッドラーニング：学習成立のために次元
の異なるメディアや複数の学習を組み合わせた学
習形態(安達 2007)．
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対象とした授業実践

本校教員養成学科に開設する必修
科目「教育学概論」（2008年度前期）．

受講生は15名（男性13名，女性2名），
平均年齢は31.3±9.8歳．
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授業のねらい：協調自律学習を通し，自ら
が主体的に知識を創造し問題解決に取り
組む技術・態度を養う．

最終課題：「私が構想する未来の専門学
校」（レポート5～10枚，6,000字～12,000字）．

授業回数：前期15回（平成20年4月～7月），
1コマ90分．
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授業形態：適宜行う30分程度の授業者
からのショートレクチャーと，学生約4名
（合計4チーム）の協調学習と，個人ベー

スで行う自律学習との両者を組み合わ
せる．

チーム編成の決定：「私のプロフィール」
(第2回授業で実施)から，チームのどの役

割を担いたいのか，その希望を聞くと同
時にコミュニケーションタイプテストなど
を総合的に勘案し編成．
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チームの役割：「司会・進行係」・「学習支
援係」・「学習記録係」・「資料音読係」の4
つ．

テキスト：著作権者に許しを得たうえで，
学習開発研究所発行『教育の技術と方
法－チームによる問題解決のための学
習テキスト－』（2006，初版）を改変．
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回数 協調学習 自律学習 ｼｮｰﾄﾚｸﾁｬｰ（約30分）

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

①私のプロフィール，②イ
メージ調査，③チーム実
践力の習目標，の記述

チームメンバーをよく
知ろう

学校の歴史（1）

ｼｮｰﾄﾃﾞｨﾍﾞｰﾄの準備（テー
マ例：教員中心主義VS学
習者中心主義）

チーム学習を始めよ
う（ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ）

学校の歴史（2）

解決しなければならない
専門学校教育の課題を考

解決すべき専門学校
教育の課題を絞ろう

教育をめぐる諸問題

学校説明会の準備（1）

学校説明会の準備を
しよう（1）

専門学校をめぐる諸相

学校説明会の準備（2）
学校説明会の準備を
しよう（2）

現代学生気質を考える！

学校説明会の準備（3）

学校説明会をしよう

チーム学習の評価
前半のチーム学習を
評価しよう

学力を考える

ｼｮｰﾄﾚﾎﾟｰﾄ作成用資料の
準備（1）

ｼｮｰﾄﾚﾎﾟｰﾄを書こう カリキュラムを考える

ｼｮｰﾄﾚﾎﾟｰﾄ作成用資料の
準備（2）

ｼｮｰﾄﾚﾎﾟｰﾄから学ぼう
鍼灸教育におけるコア・カ
リキュラム導入への私見

指定参考文献の熟読（1）

参考文献の報告（1） 学習方法を考える

指定参考文献の熟読（2）

参考文献の検討（2）

学習方法をまとめる
主体的な学習のため
の指導を構想しよう
（1）

教育評価を考えよう！

最終ﾚﾎﾟｰﾄ作成の準備（1）

最終ﾚﾎﾟｰﾄを書こう 新しい教育ツール

最終ﾚﾎﾟｰﾄ作成の準備（2）

15 学習のまとめ 鍼灸教育の今
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13PCのトップ画面

ブレンディッド型e-Learningシステム
(株)ネットマン社C-Learning®（以下，C-Learning）．
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C-Learningの機能（例）

授業に関する情報発信：教員から必要な情報
を学生に配信．
授業に関する情報交換：専用サイト掲示板で
学生同士の情報交換．
授業に対する意見・質問：専用サイト掲示板
で授業への意見・質問の書き込みを可能に．
レポート課題の提出：Web上からレポート・課
題の提出を可能に．
資料の共有化：専用サイトにアップロードやダ
ウンロードを行わせ，資料の共有化を実現．

1515

掲示板の画面掲示板の画面（例）（例）
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本授業のイメージ

教室では，主にチームによる協調学習．

併せて個人レベルで行う教室内外の自律
学習との組合せで，最終の課題を目指し
学習が進められる．

チーム間での競い合いを通し，新しい知識
の創造を期待する（競創関係と呼ぶ）．
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協調学習と自律学習
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調査の方法
授業が終了した時点で“授業アンケート”と“学
生インタビュー”を実施．
“授業アンケート”：「今まで以上に～」という問
い．学生自身の学習経験（受けた授業）を回想
．
「そう思う」・「まあそう思う」：肯定的回答，「どち
らともいえない」：中間的回答，「あまりそう思
わない」・「そう思わない」：否定的回答．

※※χχ二乗検定二乗検定（（SPSS16.0 for WindowsSPSS16.0 for Windows）．）．

“学生インタビュー”：構造化インタビューを実
施．
15名すべての学生から回答を得た．
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授業アンケートの結果
設 問 項 目 そう思う

まあそう
思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わ
ない

検定
結果

Q1 この学習方法になじんだ（親しみ） 2 4 6 2 1 n.s.

Q2 この学習方法は"学習のねらい"を達成するのに役だった（有用性） 0 7 4 4 0 n.s.

Q3 今まで以上に自分なりの新たな知識を生むことができた（創造性） 2 8 5 0 0 n.s.

Q4 今まで以上に興味深く学ぶことができた（興味） 2 4 6 2 1 n.s.

Q5 今まで以上に授業に関心が持てた（関心） 2 3 8 1 1 n.s.

Q6 今まで以上に積極的に授業に参加した（意欲） 4 6 3 2 0 ＊

Q7 今まで以上に満足する授業であった（満足） 1 4 7 2 1 n.s.

Q8 今まで以上に授業内容/課題を理解できた（理解度） 2 6 5 1 1 n.s.

Q9 今まで以上に効率よく学べた（効率化） 2 6 4 3 0 n.s.

Q10 今まで以上に問題解決へ取り組む技術が身についた（問題解決-技術） 2 6 4 3 0 n.s.

Q11 今まで以上に問題解決へ取り組む姿勢が身についた（問題解決-態度） 2 6 5 2 0 n.s.

Q12 今まで以上に主体的に学べた（主体性） 4 3 6 2 0 n.s.

Q13 今まで以上に学生同士，授業に関するコミュニケーションをとることができた（コミュニケーション 6 7 2 0 0 ＊＊

Q14 協調学習(チーム学習）は機能した/うまくいった（協調学習） 2 8 5 0 0 n.s.

Q15 チーム内の役割は理解できた（チーム役割） 3 6 4 2 0 n.s.

Q16 チーム内の役割は機能していた（チーム機能） 2 9 3 1 0 ＊＊

Q17 他のチームに負けないようチームが結束し課題に対して頑張った（競創関係） 3 7 3 1 1 ＊

Q18 自律学習(個人学習）は機能した/うまくいった（自律学習） 2 6 5 2 0 n.s.

Q19 この学びにC-Learningは役だった（C-Learningの有用性） 0 7 4 3 1 n.s.

Q20 今まで以上に楽しく学べた（楽しさ） 1 4 7 2 1 n.s.

Q21 ショートレクチャーは新しい知識の獲得に有益だった（知識の獲得） 3 7 1 3 1 ＊

Ｎ＝15 （＊＊：ｐ＜.01,＊：ｐ＜.05）
※表中の数字は人数を表す．
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授業アンケートの結果から

授業に関するコミュニケーションをとることがで
きた(Q13)：13名(約87％)と最も多い．
→→コミュニケーションの活性化が今回のブレコミュニケーションの活性化が今回のブレ

ンディッド型ンディッド型ee--LearningLearningの最大の特徴となっての最大の特徴となって
いる．いる．

チーム内の役割が機能していた(Q16)：11名(約
73％)．

→→コミュニケーションの活性化を基盤とするコミュニケーションの活性化を基盤とする
円滑なチーム機能の生成円滑なチーム機能の生成．．
※これら2項目はいずれも1％水準で有意差あり(Q13;χ２＝8.07,df＝1,p＝
.005,Q16;χ２＝11.2,df＝2,p＝.004).
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創造的な取り組みができた(Q3)，意欲的に授
業に取り組めた(Q6)，協調学習は上手く機能
した(Q14)，競争関係が生まれた(Q17)，など：
10名(約66％)が肯定的回答．

チーム内の役割理解：9名(60％)．授業への内
容/課題の理解(Q8)，効率化(Q9),問題解決へ
の技術面(Q10)や態度面(Q11)，自律学習の機
能(Q18)：8名(約53％)が肯定的回答．

意欲(Q6;χ２＝7.6,df＝2,p＝.02)，競創関係(Q17;χ２＝7.2,df＝

2,p＝.02)，知識の習得(Q21;χ２＝8.4,df＝2,p＝.014)は5％
の有意水準で有意差あり．

22

学生インタビュー結果から
有意差の見られた各設問に対する構造化インタ
ビューに焦点化．

コミュニケーション(Q13)：「チームで話し合うこと
で，自分と違った意見が聞けて参考になった」，
「自分の考えに幅がもてるようになった気がする
」，「年齢や性別が異なる仲間と話すことで，い
ろいろな考えがあることが再認識させられた」，「
メンバーそれぞれに考えがあり，違いがあるが
チームとして意見をまとめるのは大変であること
がわかった」等．
→→ここでのコミュニケーションを一言で言うならば，他者ここでのコミュニケーションを一言で言うならば，他者
との交流を通して自己を相対化するコミュニケーション．との交流を通して自己を相対化するコミュニケーション．
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チーム機能(Q16)：「仲間が自分の役割を果たそ

うと一生懸命なのが感じられ，自分も自分の役
割をしっかりとこなそうと思った」，「役割分担する
ことで，苦手な分野をカバーすることが出来た」，
「自分が希望しない役割でもチームとしては必要
であり，真摯にその役割を果たせた」等．

→→チーム学習を行う上での，チームの構成員とチーム学習を行う上での，チームの構成員と
しての自覚や責任感の芽生えを感じさせる語りとしての自覚や責任感の芽生えを感じさせる語りと
いえよう．いえよう．
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意欲(Q6)：「自分が与えられた役割を果たさないと個
人の問題ではなくチームに迷惑がかかるので，プレ
ッシャーがあった」，「自分の担当した内容を他のメ
ンバーに説明するので，いつも以上に勉強した」，「
みんながしっかりと勉強してくるので，自分も手が
抜けなかった」等
→→これらの語りは，責任感や協働活動，チームに貢献しよこれらの語りは，責任感や協働活動，チームに貢献しよ
うとする意識の高まりを背景に，学習意欲が高まったものとうとする意識の高まりを背景に，学習意欲が高まったものと
思われる．思われる．

競創関係(Q17)：「他のチームの考えは参考になり，
自分たちにとって参考になり励みになった」，「他の
チームが掲示板への書き込みが多いので，自分た
ちも頑張った」等．
→→これらから，他のチームを意識することがチーム学習のこれらから，他のチームを意識することがチーム学習の
推進力となったと読み取れる．推進力となったと読み取れる．
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ま と め

①ブレンディッド型e-Learningにより自己を

相対化するコミュニケーションが活性化．

②チームへの責任感や貢献しようとする意
識が高まり，チーム内の役割も明確化．

③学習意欲の高まりに伴いチーム間の競創
関係が生じる，など．
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今後の課題

①学習者：如何に自律した学習者へと導
くのか．

→チーム機能を如何に向上させるか！？

②評価内容・方法：学習成果の評価は
如何に．

→レポートの質・量の評価は！？
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